
 

 

令和８年度第１回花巻市社会教育委員会議 会議録 

 

開催日時 令和８年７月 17日（金） 午後２時 00分～午後４時 20分  

 

開催場所 石鳥谷総合支所 ３階 大会議室 

 

出 席 者 委員出席者15名 菊池豊議長、堀合範子副議長、鈴木恵子氏、渡邉康二氏、 

福盛田弘氏、伊藤正一氏、佐藤睦朗氏、菊池朋子氏、 

小国朋身氏、髙橋福子氏、菊池清氏、藤井保宏氏、 

高橋雅美氏、髙橋典人氏、渡部久美子氏 

委員欠席者５名 浅沼由美子氏、小國奎馬氏、米澤充氏、松葉孝博氏、 

菊池一洋氏 

事務局  ６名 生涯学習部 梅原部長 

生涯学習課 高橋課長、菊池課長補佐、田中生涯学習係長、

吉田主査兼社会教育主事、大塚主任 

説明者  ８名 教育部 瀬川部長 

市民生活総合相談センター 菅原所長 

        賢治まちづくり課 大竹課長 

スポーツ振興課 奥山課長 

        花巻図書館 八重樫館長 

        花巻市総合文化財センター 佐藤所長 

        花巻市博物館 伊藤副館長 

             教育企画課 佐藤総務企画係長 

 

報道機関  なし 

 

傍 聴 者  なし 

 

次  第 １ 開会 

２ あいさつ 

３ 議題 

（１）令和９年度の生涯学習・社会教育事業について 

（２）その他 

４ その他 

５ 閉会 

１ 開会  （開会 午後２時00分）  

事務局（菊池生涯

学習課長補佐） 

本日はお忙しいなかお集まりいただきまして、誠にありがとう

ございます。開会に先立ちまして、本会議の成立についてご報告

をいたします。 



 

まだ、会場に到着されていない委員もいらっしゃいますが、本

日欠席の報告をいただいております委員は、名簿順で申し上げま

すと７番の小國奎馬委員、11番の松葉委員、14番の菊池委員の

３名です。花巻市社会教育委員会議運営規則第７条の規定によ

り、本会議は委員の半数以上の出席により成立いたしますが、現

在 20名のうち 15名の方にご出席をいただいておりますことか

ら、本会議が成立いたしますことをご報告いたします。 

また、今年度は社会教育委員の改選となってございます。改め

まして、委員をお引き受けいただきましたことにお礼を申し上げ

ます。大変ありがとうございます。なお、委嘱状でございます

が、本来であればお１人ずつお渡しするところでございますが、

座席への配置で交付に代えさせていただきます。何卒ご了承くだ

さいますようお願いいたします。 

続きまして、資料の確認をしたいと思います。事前に郵送でお

送りしておりましたけれども、お手元に届いておりましたでしょ

うか。そちらのお送りしました資料と本日配布した資料もござい

ます。お渡ししました表紙と議題に使う資料ですが、Ａ３横長の

資料１『第３期花巻市教育振興基本計画／「３生涯学習の推進」

／主な事業の実施状況』と左上に書かれたものを使います。皆様

ございますでしょうか。その他の資料につきましては、議題の後

の「４ その他」で説明をしたいと思います。 

それでは、ただいまから令和８年度第１回花巻市社会教育委員

会議を開会いたします。はじめに、梅原生涯学習部長よりごあい

さつ申し上げます。 

２ あいさつ  

事務局（梅原生涯

学習部長） 

生涯学習部長の梅原でございます。昨年度まで生涯学習課長と

してこの会議を担当させていただいておりましたので、委員の皆

様には多大なるご支援をいただいてまいりました。引き続きどう

ぞよろしくお願いいたします。本日はお忙しいところ、ご出席賜

りまして誠にありがとうございます。また、今回は社会教育委員

をお引き受けいただきましてありがとうございます。感謝申し上

げます。 

委員の皆様には再任いただいた方、そして今回新任された方と

いらっしゃいますが、皆様ご存じのとおり社会教育は学校教育以

外の社会や地域などで行われる教育活動であり、学校教育と車の

両輪のように補完し合っているわけでございますが、花巻市では

社会教育については教育委員会からの補助執行という形で、市長

部局において同じように教育委員会から事務委任されているスポ

ーツや芸術文化とあわせて生涯学習部で事業を行っております。

近年、この生涯学習はツールの多様化や部活動の地域展開など、



 

状況も大きく変化しているわけでございますけれども、生涯学習

の理念である「市民が生涯にわたり学習できる環境」、「いつでも・

どこでも・いつまでも」学習できる、この「いつでも・どこでも・

いつまでも」というのは、今年度からの５年間の第２期花巻市ス

ポーツ推進計画でも目指す将来像としておりますが、そういった

環境づくりを教育委員会と連携を密にしながら取り組んでいると

ころでございます。 

本日は、令和８年度の事業計画を説明しながら、来年度令和９

年度の事業についてを議題としておりますが、委員の皆様から

様々なご意見を伺い、今後の事業につなげてまいりたいと考えて

おりますので、忌憚のないご意見を頂戴できればと思っておりま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

３ 委員紹介  

事務局（菊池生涯

学習課長補佐） 

ありがとうございました。 

続きまして、委員の皆様のご紹介でございます。 

お手元の名簿をご覧いただきたいと思います。大変恐縮でござ

いますが、マイクをお持ちします。新しい委員の皆様にもご出席

いただいておりますので、名簿順にお名前・所属など自己紹介を

お願いできればと思います。 

（委員紹介→説明職員、事務局紹介） 

委員の改選に伴いまして、議長、副議長の選出を行いたいと思

います。議長、副議長の選出につきましては花巻市社会教育委員

運営規則第６条の規定により委員の互選となっております。さっ

そくではございますが、委員の皆様から互選はございませんでし

ょうか。 

（互選なし） 

それでは、事務局案を提示してもよろしいでしょうか。 

（異議なし） 

はい、ありがとうございます。それでは、事務局案を提示させ

ていただきます。 

議長に菊池豊委員、それから副議長に堀合範子委員をお願いし

たいと思いますが皆様いかがでしょうか。 

（異議なし） 

それでは、菊池委員それから堀合委員は、議長席、副議長席へ

ご移動をお願いいたします。 

議長席、副議長席に着いていただきましたので一言ずつごあい

さついただければと思います。はじめに菊池議長からお願いいた

します。 

菊池豊議長 昨年に引き続いて議長ということですので、いろいろご意見を

いただきながら進めてまいりたいと思います。よろしくお願いし



 

ます。 

堀合副議長 私も引き続いて副議長を務めさせていただきます、堀合です。 

この場に来ると皆さんのいろいろな意見、とても私自身が勉強

になっております。今日もぜひそれぞれの立場でたくさんご意見

を出していただければと思っております。どうぞよろしくお願い

いたします。 

４ 議題  

事務局（菊池生涯

学習課長補佐） 

はい、ありがとうございます。 

ここからの進行につきましては、議長、副議長にお願いしたい

と存じます。はじめに、会議の公開基準に基づき、会議の公開、

非公開について確認いただいた後、議事進行をお願いいたしま

す。 

菊池豊議長 それでは、花巻市審議会等の会議の公開に関する指針に基づ

き、本会議を公開することとしてよろしいでしょうか。 

（異議なし） 

 公開することで進めさせていただきます。 

さっそく議事に入りたいと思います。令和９年度の生涯学習・

社会教育の事業について、資料１に記載されている事業、令和７

年度実績や令和８年度計画については、昨年度３月に行った社会

教育委員会議において説明が行われていますが、新たに委員にな

られた方もおいでですので、事務局には令和８年度の事業計画部

分を中心に、前回の説明から修正された部分や新しく追加された

事項などについて説明をお願いしたいと思います。進行について

は、まず１つ目が『生涯学習の推進』について、２つ目が『スポ

ーツの振興』について、３つ目が『芸術文化の振興』と３つに分

けてご説明いただきたいと思います。それでは、最初に生涯学習

の推進から説明をお願いします。 

事務局（高橋生涯

学習課長） 

生涯学習課長の高橋でございます。 

私から資料１の生涯学習・社会教育事業について記載されてい

る令和８年度事業計画部分を中心に、前回の説明から修正された

部分や新たに追加された事項をご説明させていただきたいと思い

ます。大変恐縮ですが着座にて失礼させていただきます。 

資料１をご覧ください。 

１つ目の『生涯学習の推進』「１．自主的活動の推進」につい

てご説明させていただきます。オレンジで色塗りした部分を中心

に説明させていただきますので、事業成果等の詳細については資

料をご確認いただければと思います。①生涯学習講座開催事業で

すが、生涯学習講座の充実を図るとともに多様化する市民のニー

ズに合った学習機会の提供として、引き続きオンライン講座等の

開催を行いたいと考えております。 



 

また、未就学児から中学生とその家族等の他地域で子育てに関

わりたい方を対象に、子育てに関する情報提供や家庭教育に対す

る関心の高いテーマを取り上げた家庭教育支援講座を開催いたし

ます。 

次に②生涯学習活動支援事業ですが、２ページ部分中段の令和

８年度の重点を中心にご説明させていただきます。生涯学習講師

の登録への声がけに努めるとともに、ふれあい出前講座の活用を

はじめ生涯学習に関する多様な情報発信について、より幅広く市

民に対して行う方法を検討しております。 

また、市民の自主的な生涯学習活動を支援し、活動の成果を発

表する場として、生涯学習フェアを開催し、障がいの有無にかか

わらず、誰でも取り組むことができる生涯学習体験コーナーを設

置する予定としております。 

八重樫花巻図書館

長 

はい、花巻図書館館長の八重樫と申します。 

私から③視聴覚教育推進事業について説明させていただきま

す。着座にて失礼します。こちらにつきましては、視聴覚資料を

活用した生涯学習活動を促進するための事業であります。資料オ

レンジの色塗り部分にも書いてございますが、令和７年度から大

きく変わったところはございません。引き続き映画会等の事業を

続けて実施していくほか、積極的に視聴覚教育ライブラリーの情

報提供を行い、利用促進に努めてまいりたいと考えてございま

す。 

事務局（高橋生涯

学習課長） 

続きまして、３ページ目上段になります。④生涯学習施設整備

事業についてです。生涯学習施設整備事業では、生涯学園都市会

館（まなび学園）の情報通信機器設置業務を実施するほか、古川

地区集落センターで耐震改修工事、石鳥谷生涯学習会館で講堂の

照明器具等改修工事実施計画業務を実施する計画でございます。 

八重樫花巻図書館

長 

⑤読書活動推進事業についてご説明いたします。こちらにつき

ましては、子どもたちが読書に親しむための環境づくりや、市民

の読書への関心を高めて図書館利用の促進につなげていこうとい

う事業でございます。こちらにつきましても、昨年度から大きな

変更点等はございません。引き続きおはなし会や読書スキルアッ

プ講座等の事業展開を図ってまいります。そして、図書館の利用

促進に努めてまいりたいと考えてございます。 

また、「読書おもいで帳」ということで読書したものを記帳で

きるものも活用して、読書への関心を高める事業展開を図ってま

いりたいと考えてございます。 

事務局（高橋生涯

学習課長） 

続きまして、⑥図書館整備事業でございますが、図書館整備室

の室長を兼ねておりますので、私から説明させていただきたいと

思います。図書館整備事業につきましては令和７年度から継続い



 

たしまして、新花巻図書館整備基本・実施設計業務を実施してお

ります。 

また、有識者からの専門的なアドバイスを得ながら、資料購入

と司書育成に努めるとともに、先進図書館の視察や展示会参加に

よって、最新の運営事例やシステム情報を収集させていただいて

おります。建設用地取得に向けては、必要な測量や調査を今年度

実施する予定でございます。 

めくっていただき、４ページ目になります。４ページ目中段の

「２.青少年健全育成の推進」です。「はなまき！おもしろ探検

隊！」ではこれまでと同様に現状や特性に応じたキャンプ等の体

験学習を行うほか、これまで高校生対象としてきたボランティア

リーダーについて中学生まで対象を拡大し実施しております。 

また、部活動に代わる活動機会として、市内中学生を対象に

様々な体験講座、レクやものづくりなど実施したいと考えており

ます。 

２０歳のつどいにつきましては、引き続き会場を文化会館とし

て、式典と実行委員会による記念行事の開催形式で行う予定とし

ております。 

菅原市民生活総合

相談センター所長 

それでは、４ページ下段になりますが生涯学習に関連する事業

ということで、「２．青少年健全育成の推進」の少年センターの

担当につきまして、市民生活総合相談センター所長の菅原から説

明させていただきます。 

少年の非行防止及び健全な育成に関しまして、関係機関・関係

団体等との連絡協調を図り、効果的な活動を推進するため少年セ

ンターを設置して少年の非行防止に努めているところでございま

す。令和８年度事業につきまして、変更点等はございません。 

少年補導委員による街頭活動ということで、大規模な店舗など

定期的に巡回しまして、青少年の非行防止に努めるということ

で、街頭活動の継続実施を重点としております。 

事務局（高橋生涯

学習課長） 

続きまして、資料をめくって５ページ目になります。私は国際

交流室の室長も兼ねておりますので、私から、説明させていただ

きたいと思います。 

「３．国際化の推進」という部分になります。①国際都市推進

事業につきましては、引き続き国際フェアや市民語学講座、多文

化共生サロンや日本語講座等の事業を実施する予定です。 

②国際姉妹都市等交流推進事業は、青少年の海外派遣や海外か

らの青少年受け入れによる交流事業を行うほか、10月にラットラ

ンド市との姉妹都市提携 40 周年記念事業に参加予定としており

ます。 

③国内友好都市等交流推進事業は、７月に平塚市民ツアーを行



 

ったほか、８月に小学生を対象とした自然体験交流事業を実施す

る予定としております。 

以上、生涯学習に関する事業となります。よろしくお願いいた

します。 

菊池豊議長 はい、それではここまでのところで委員の皆さんのご意見や質

問等があればお聞きしたいと思います。なお、資料右側に令和９

年度に向けたご意見という欄がありますが、これは社会教育委員

会議における委員提案について、ぜひ次年度に生かせるような、

実現できるような形で取り上げてほしいということでこの欄を設

けています。来年度の予算措置が必要だというようなものに対し

て、ご意見をいただきたいと思います。 

伊藤委員 

 

私自身市の生涯学習講師をやらせていただいているのですが、

自分以外の（講師の方のマッチング状況等）はほとんど正直わか

らないです。今、（件数の）数字を見てもピンとくるところがな

いのですが、生涯学習に一般の方々が講師として参加、参画する

ようになるその流れ自体、発展的な方向に向かっている。単純に

言えば、講師の増え方もそうだし、それから受講回数も多くなっ

たということでよろしいでしょうか。質問です。 

事務局（高橋生涯

学習課長） 

ふれあい出前講座につきましては、様々な講師の皆様にご登録

いただいたことによりまして、市民のニーズにある程度対応でき

るようになったということ。またそれに伴い、受講人数は増えて

いるということで、一定の効果を出せていると考えております。 

菊池豊議長 はい、よろしいですか。ほかには。 

前回会議でも申し上げたのですが、資料２ページ目の真ん中の

（実績や重点の記載）について生涯学習としてはある意味理想的

と思われる。市民の自主的な生涯学習活動を支援し、活動の成果

を発表する場として「生涯学習フェア」を開催する。学習した成

果を発表するということが、ある意味生涯学習にとって大事と言

われていますので、非常にいい方向だろうと私は考えておりま

す。 

髙橋福子委員 施策の領域と取り組みに「(２)自発的・自主的学習活動の支援

と相談体制の充実」と書かれている。たぶん、この表の②生涯学

習活動支援事業がそこに該当するのだと思います。ただ、成果と

しては「どういう支援をしたか」や「どういう相談体制だった

か」はまったく記載されていない。例えば、さっきの伊藤委員の

質問のように、ふれあい出前講座の講師マッチングをしてあげた

とか、そういったことが含まれるのか伺いたいです。 

また、図書館整備事業で司書育成と書いてあるのですけれど

も、具体的にはどういうふうになされますか。 

菊池豊議長 それでは、２点に対して回答をお願いいたします。 



 

事務局（高橋生涯

学習課長） 

 

 

 

１つ目のマッチング等しているかという部分につきましては、

情報を提供し希望を確認させていただいておりますが、いわゆる

マッチングというところまでまだ行きついていないと認識してお

ります。ご意見として承って、これから進めることができるよう

検討してまいりたいと思います。 

２つ目の図書館整備事業の司書育成につきましては、図書館司

書、実は図書館司書の資格を有している者もおりますが、司書の

活動内容がだいぶ多岐にわたっております。例えばレファレンス

の向上や市民学習の提供とか、いろいろな司書の能力が広がって

きております。新しい図書館ではいろいろな活動に対応できるよ

う司書育成をしていきたいと考えております。 

菊池豊議長 司書の育成について。今、司書数としてはだいたい間に合って

いるのですか。 

事務局（高橋生涯

学習課長） 

 

新図書館につきましては、先ほどご説明させていただきました

とおり、現在設計業務を進めているなかである程度人数の部分は

試算しておりますが、何人というところまではまだ追いついてい

ない状況でございます。 

ただ、今回社会教育委員会議でもご説明させていただきました

とおり、ある程度大きな中央図書館としての機能を持ちますの

で、一定数の司書の確保が必要と考えております。 

菊池豊議長 それでは、よろしいですか。 

髙橋福子委員 具体的にどうやって育成していくのか。 

事務局（高橋生涯

学習課長） 

 

具体的な育成という部分につきましては、富士大学の早川光彦

教授やぎふメディアコスモスの元館長で、いわて子どもの森の元

館長である吉成信夫氏に支援をしていただいております。そうい

った方々にアドバイザーをしていただきながら、司書を育成しよ

うと考えております。 

もう少し言うと、富士大学の早川教授には図書館情報学の司書

としての基本的な部分、レファレンス能力や本の選び方、選書能

力の向上を期待しております。 

先ほど申しました吉成氏につきましては、ぎふメディアコスモ

スはＮＨＫ“クローズアップ現代”などで取り上げられた新しい

図書館、交流の場としての図書館の形をつくっております。その

なかで、司書にどのような能力が必要なのかを話し合いながら、

必要な能力を向上させていただきたい。講座やアドバイス、実際

にセミナーやワークショップ等を開きながら進めていきたいと考

えております。 

菊池豊議長 それでは、次にどなたか。 

小国委員 興味本位で伺うのですが、ふれあい出前講座は公共編と講師編

の２通りあるのですが、このなかの一番人気の（メニュー）は何



 

でしょう。 

事務局（高橋生涯

学習課長） 

 

公共編で言いますと、最近は専ら防災、自主防災に関する講座

が多くなっていると感じております。講師編につきましては、本

当に多岐にわたり、焼き物や運動、編み物や手芸等と多岐にわた

っているので、どれがということではなくある程度まんべんなく

ご利用いただいているかと思います。公共編につきましては、ど

ちらかというと防災、あと介護に関する講座が人気と感じており

ます。 

菊池豊議長 よろしいですか。それでは、ほかに。質問が多いですが、ご意

見もあわせていただければ。今、８年度計画については進行中な

のですよね。来年度に向けてということで。 

髙橋福子委員 前回会議で、まなび学園祭と防災事業（防災フェスティバル）

の連携を目指していきたいとおっしゃったように思いますが、今

年防災フェスティバルは９月にすでに開催のようです。でも、ふ

れあい出前講座で防災に関することが人気ということは、まなび

学園祭でも防災コーナーのようなものに取り組めるよう、新年度

計画していただきたい。たくさん人も来るので、防災フェスティ

バルとの連携というのはいかがでしょうか。 

事務局（高橋生涯

学習課長） 

 

まなび学園祭につきまして、今年度防災コーナーは準備してい

ると思いますが、来年度に向けて（防災フェスティバル）と一緒

にやったらどうかというご意見だと思いますので検討させていた

だければと思います。 

菊池豊議長 はい、ほかにございますか。藤井委員どうでしょうか。 

藤井委員 前回会議と違うところという話でしたので、出席しておらずわ

からない部分が多かったのですけれども、資料を見ていていろい

ろ多岐にわたった生涯学習に取り組まれていると思います。 

それで、私が関係するところでは４ページの青少年関連団体支

援のところで市では「はなまき！おもしろ探検隊」のような事業

を実施されています。これについて、外郭団体あるいは各種団体

としてガールスカウトとか発明クラブがある。私が担当している

花巻市青少年育成市民会議等もあるのですが、そのような活動団

体がどのような活動をしているのか少し広めていただければ。市

のほうで、外郭団体や各種団体の活動を少し周知していただけれ

ばと思います。そして、その活動が市の教育振興基本計画の何に

つながっているのか。市民活動が何につながっているのかという

ところまで、関連付けて少しでも広まればと思っているのですが。

今後、実際に展開している団体の活動も資料等のなかに含めてい

ただければと思っておりました。以上です。 

菊池豊議長 はい、これについては。 

事務局（梅原生涯 少年少女発明クラブや花巻市青少年育成市民会議の総会には私



 

学習部長） も参加させていただいておりまして、発明クラブも小学生の学年

に応じて、いろいろなものを１年間通して作りながら発表するな

ど活発な活動をされております。そういった活動を社会教育委員

会議の場でご報告できるような、そういった仕組みを取り入れて

いきたいと思います。ご意見ありがとうございます。 

菊池豊議長 それでは、ほかによろしいですか。 

福盛田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ページのほうでもいいですか。八重樫花巻図書館長にお

伺いしたいのが、図書館における本の購入についてです。市内４

館で１冊購入するのか、１冊ずつ購入するのか。この間単行本の

予約をお願いして借りることにして３月に予約したら７月はじめ

に「あなたの番ですよ」となって（図書館に）借りにいきました。

その本の中には「あなたの後に 22人が待っています」というよう

なことが書かれているのですよね。４館で 1冊購入なのか、１冊

ずつ購入なのか。ベストセラーの本だったので、22番目の人は前

の人が 10 日ずつ借りるとすれば、220 日も待たなければいけな

い。どのように購入されているのか伺います。 

八重樫花巻図書館

長 

やはり人気のある本は予約がたくさん入っており、ご不便をお

かけしたことをまずお詫び申し上げます。４館で必ず１冊という

ものではなく、人気の状態等も見て複数冊購入する場合も当然ご

ざいますけれども、やはりどうしても人気のある本は集中してし

まい、10人待ち、20人待ちということも多々ございます。そう

なると、今お話があったとおり約 200日かかるのかということも

あったりしてご不便おかけするのですけども、そういったところ

も踏まえながら図書の購入方法、あまり多く買いすぎてもいけな

いというところもありますが、バランスも見ながら図書購入につ

いて考えていきたいと思います。 

福盛田委員  了解いたしました。 

菊池豊議長 図書の貸し出し、購入についてでした。ほかには。 

藤井委員 生涯学習の関係で、地域生涯学習担当者研修を開催されており

ます。そのなかで生涯学習課が中心になって、花巻市内のコミュ

ニティ会議が主催している地域の生涯学習事業について指導とい

うか、横のつながりを持つ機会を持っていただいていると聞いて

おります。27のコミュニティ会議が市内にあるということで、

その方々が独自で生涯学習活動を進めております。いろいろな学

習活動をどのような形で行っていくか悩んでいると思います。研

修の取り組みのなかで生涯学習課が中心となって、その方々の横

のつながり持つ、あるいは事業実施に向けて考えるべきことを指

導、一緒に考えていると伺っております。今後も続けていただい

て、花巻市内のすべての地域で「地域がまわる」、地域の生涯学

習活動が展開されることが重要と思いますので、広がりを持って



 

各地域で高い水準の事業を実施できるという点からも今後続けて

いっていただきたい。参考として意見を申し述べさせていただき

ました。 

菊池豊議長 ほかにはないでしょうか。どうぞ。 

伊藤委員 別紙１「令和８年度生涯学習事業」の一覧表について、今の関

連でお尋ねしたいのですが、すべてのコミュニティ会議でそうい

う取り組みをしていることは本当に大事だと思うのですけれど

も、資料だけ見ていると全部生涯学習に取り組んでいる事業とし

て報告されているわけではない。これは市内全部のコミュニティ

会議分ですか。多かったり少なかったりする部分がある。そのよ

うな感じなのでしょうか。評価として、多いのか少ないのか。 

事務局（髙橋生涯

学習課長） 

こちらの表につきましては、生涯学習課でどのような生涯学習

に関連する事業をコミュニティ会議でやっていただいているかを

まず把握させていただきたいと思い作成しました。そのなかで、

お話があったとおり、実施件数や規模には違いが出てまいりま

す。先ほど藤井委員がおっしゃったような活動支援を含め、ある

程度押し上げていければと考えております。目標を持つための基

礎資料として、コミュニティ会議が現在どのような事業を行って

いるのかを情報収集しているとご認識いただければと思います。 

菊池豊議長 はい。それではほかにございませんか。 

堀合副議長 それでは、なければ次の『スポーツの振興』、１ページから説明

をお願いいたします。 

奥山スポーツ振興

課長 

スポーツ振興課の奥山です。着座にて説明させていただきます。

資料については、『スポーツの振興』と書いてある紙の両面になり

ます。順次説明をさせていただきますが、前回からの修正部分を

中心に説明をさせていただきます。 

「１．生涯スポーツの推進」①地域スポーツ推進事業について

は、各地域における生涯スポーツの推進を図るため、スポーツ推

進委員などを配置しまして活動を支援するということと、市民が

スポーツに親しむ機会を提供するということを目的に実施してい

る事業となってございます。このなかで、スポーツ推進委員と地

域スポーツ普及員は本年４月に改選をしております。 

また、早起きマラソンについては、人口減少やクマの出没への

対策といった周辺環境の変化への対応が大変難しい状況ではござ

いますが、令和７年度に 50周年の記念事業を行いまして、体力づ

くりや子どもたちの早起き、朝食の習慣化などに寄与している点

などを踏まえまして、各会場において引き続き無理のない範囲で

継続をお願いしているところでございます。 

続きまして、②地域スポーツ支援事業につきましては、前回か

らの変更はございませんが、スポーツ団体等に補助金を交付いた



 

しまして、地域あるいは生涯スポーツの振興を図っているものと

なっております。 

次に、「２．競技スポーツの推進」①競技スポーツ支援事業につ

きましては、文言の一部を修正させていただいております。競技

や指導のレベル向上を図るため、大会出場者への支援あるいはス

ポーツ大会の開催支援を目的に実施をしている事業となっており

ます。令和８年度におきましても、全国大会等出場支援、県民ス

ポーツ大会出場支援、各種スポーツ大会の開催支援を行ってまい

ります。なお、本年４月 26日に開催いたしました第 14回イーハ

トーブ花巻・ハーフマラソン大会では定員 3,000名としておりま

したが、定員を超える申し込みをいただき無事開催することがで

きました。 

「３．大規模スポーツ大会の開催」裏面になりますけれども、

①スポーツ大会・合宿誘致推進事業につきましては交流人口の拡

大を図り、スポーツに接する機会を提供するためスポーツ大会あ

るいはスポーツ合宿の誘致を図ることを目的に実施している事業

となっております。スポーツコンベンションビューローが主体と

なり合宿誘致に努めているところでありまして、令和８年度は田

瀬湖におけるローイング日本代表の合宿、今まさに７月 13日か

ら 29日まで合宿中というところです。そのほかに野球部の合宿

として東京経済大学、高千穂大学、大正大学の３件のほか国士舘

大学の剣道部、市の補助金対象ではございませんが東北大学バド

ミントン部の計６件を予定しております。 

続きまして、中段④となっておりますが正しくは②スポーツ施

設環境整備事業となりますので訂正をお願いしたいと思います。 

こちらにつきましては、スポーツ施設の快適な利用環境を整える

ということで、計画的に施設の整備・改修を行っているものでご

ざいます。花巻市は非常に多くのスポーツ施設を有しておりまし

て、県内でもかなりスポーツ施設の割合が多く整備をしてもなか

なか追いつかないというのが実際の状況でございますが、限られ

た予算の中で令和８年度も順次資料記載のとおり工事等を進めて

まいります。なお、追記している赤字内容につきましては、先般

の６月議会において補正予算を決定いただきました。鉛温泉スキ

ー場の高圧受変電設備統合、第１・２リフトのキュービクルを統

合するという事業で８年度から９年度にかけて、８年度は債務負

担としては０円なのですが９年度に１億 3,420万円ほどの債務負

担を見込んでおります。 

そのほか、高村ドームの屋根の改修工事に係る実施設計、日居

城野運動公園陸上競技場改修工事に係る実施設計、笹間野球場の

高圧受電設備・キュービクル更新を予定しておりますほか、大迫



 

野球場のトイレ改修工事の実施設計及び改修工事、こちら 12月補

正で改修の予算計上を予定しております。 

最後に一番下の部分ですが、③女子野球タウン推進事業につき

ましては、本市が一昨年 11月全日本女子野球連盟から東北で初と

なる女子野球タウンに認定されたことを受けまして、令和７年度

から国の交付金を活用しながら進めている事業となっておりま

す。主な事業計画としては、女子野球大会の開催の支援や技術の

普及推進、野球人口の拡大等を目的とした女子野球タウンフェス

ティバルの開催は 10月末開催を予定しております。それから、女

子野球選手のプレー環境の向上に向けた球場内の内野のトイレや

選手控え室、エアコンの設置や照明やラバーフェンス等大規模な

改修を予定しているところでございます。以上で説明を終わりま

す。 

堀合副議長 それでは、『スポーツの振興』についてご質問、ご意見をどう

ぞ。 

伊藤委員 予算が絡むと最初から言われると言いづらい話なのですが、実

際予算が絡むことなので。話をしなければと思って話しますが、

実は私の家の近くにはふれあいの森公園球場があります。総会を

開く度に整備事業を何とかお願いしたいという話をしています。

まとまった形で申し入れた形ではないのですけれども、もう公園

球場自体もかなり古くなってきていて。何を言いたいかという

と、そもそも皆さんご存じかどうかわかりませんが、まず有名校

といえば花巻東高、それから富士大学、花巻東高の女子野球部、

この３つを中心とした有名校が使用している球場にも関わらず、

スコアボードと言えるようなスコアボードはない。それから放送

設備もない。実は、そこで試合していることすら知らないという

人もいたようですけれども、練習試合をしています。それなのに

も関わらず、設備が整っていない。特に、私が言いたいのは周り

が山に囲まれて松の木なんかもう倒れてしまって大変な状況の中

にある球場になってしまって。だから、私は公園整備も含めて、

ちゃんと野球ができる設備ぐらいはそろえてほしいと思って総会

の度にお話した経緯があります。 

それで、そういったところの背景を考えてみても、大谷選手を

はじめ、有名なスポーツ選手が出る野球という位置づけの中で、

花巻市はそれを軽んじているとかいう意味ではなく、ますます盛

り上げるうえで北上と花巻に近い場所でもあるし、使用する方は

有名校ばかりではなくて都市対抗に出るような方々も使ってい

る、少年野球の人たちもちろん使っています。けれども、試合す

るにも審判控え室もない。放送設備もないという球場をもう少し

普通の野球場として使用できるようなことにしていったらいいの



 

ではと思っておりますけれども、私の思いだけで終わるわけには

いかないと思いますので、少しそのあたりお話をお伺いしたい。 

堀合副議長 確認したいのですが、伊藤委員のおっしゃる球場はどこの球場

でしょうか。 

伊藤委員 ふれあいの森公園球場です。十二丁目にあります。皆さんだい

たいそんな感じですね、知られていない。花巻東高や富士大学な

ど有名な選手がいっぱい出るような学校が使っている球場にもか

かわらず、正直言えば日頃から恥ずかしいと思っています。 

奥山スポーツ振興

課長 

ご意見、ご要望等ありがとうございます。総会のほうには私も

昨年、今年と出席させていただきましたし、これまでもいろいろ

とご要望を頂戴していることはお聞きしております。その都度で

きる範囲での修繕、例えば入口のところを広くしました。そのよ

うなものを繰り返してきたところです。ただ、大規模な修繕とな

るとなかなかすぐにはできないというのが現状でございます。  

ふれあいの森公園球場に限らず、市内にはたくさんの球場がご

ざいまして、ＪＡＬスタジアム花巻という名前がつきました花巻

球場以外にも、大迫・石鳥谷・東和にもございます。そのほかに

地区野球場もございます。そういったなかでふれあいの森公園球

場に関しては、整備当時から地元で全面的に管理していただいて

いるところで、そういったところに場所柄もございまして花巻東

高あるいは富士大学、最近では花巻東高校の女子野球部が 80名

程度までになっておりまして、そういった関係で最近多く使う

と。富士大学の野球部も 200名ほどいらっしゃるそうです。その

ような関係でもしかすると少し一時的な部分もあるかもしれませ

んが、利用が多くなっているという状況は十分承知をしてござい

ます。 

ＪＡＬスタジアム花巻の改修に関しても、これは今回７年度か

ら９年度まで３か年、国の地域未来交付金を使ってようやく大規

模な改修ができているというような状況で、これは長年の懸案事

項を少しずつ進めさせていただいているところになっておりま

す。 

こういった様々な事業も活用しながら引き続き検討してまいり

ますし、老朽度調査をして緊急性の高いところから順次やってい

るという状況もございますけれども、そのなかで進めていくのと

同時に今の利用状況を鑑みながら、引き続き検討させていただき

たいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

伊藤委員 悪いとは言わないけれども、なるべく地域も含めて皆が要望し

ているので。まず市長も変わったことだし、聞いてもらえたらい

いなと思っていました。 

堀合副議長 はい。要望も含めてということでした。ほかにありませんでし



 

ょうか。はい、菊池委員。 

菊池清委員 菊池です。今のスポーツに関してですが、第４期教育振興基本

計画 25ページのところに、スポーツ振興について指導者が高齢化

していると、団体運営を行う人材が少ないとあります。スポーツ

はすごく応援しているし、繁栄してほしいと思うのだけれども新

しく入ってくる方がいないのか。どのように対策をしているかお

伺いしたいと思います。 

スポーツ指導者の育成を要望している小中学校の教職員や保護

者、私も今小学校に関わっていて、そうすると野球やサッカーを

やっている子どもたちがいるのですけれども、指導者というのは

地域の方々など限られた方がお仕事を終えてから（指導）という

ケースが結構多い。自分の仕事をしながらそのようにされてい

る。好きでやっている方もいるし、無理をしてやっている方もい

るかもしれないので、指導者についてテコ入れというか、どのよ

うになっているのかお伺いしたいと思います。 

奥山スポーツ振興

課長 

ありがとうございます。指導者の育成というところは非常に悩

ましいところでございまして、先般策定いたしました花巻市のス

ポーツ推進計画、第２期の令和８年度から令和 12年度の計画の

なかでは「競技スポーツ指導者の指導力向上」の施策として、ス

ポーツ協会、スポーツ少年団や大学などと連携し、スポーツ技術

の習得のほか、スポーツ医・科学、栄養学などの知識を身につけ

る機会づくりを継続的に実施し指導力向上を図るというような内

容を挙げさせていただいております。 

ただ、ご指摘いただいているとおりテコ入れといいますか、具

体的にどういうものをやればいいのか書かれているものではござ

いません。もちろんスポーツインテグリティとか、そういった指

導者向けの講習会などを様々な場面でやっていくということはし

ているものの、指導者の不足に対して抜本的な対応ができている

わけではないので、今後引き続き検討をさせていただきたいとい

うのが、今の段階で回答できる内容となります。 

堀合副議長 菊池委員よろしいでしょうか。伊藤委員どうぞ。 

伊藤委員 関連して、小中学校の地域のなかでのスポーツ指導者の育成、

学校の先生方も状況は大変だということはよくわかっています。

それはそのとおりだと思いますが、今おっしゃられたような状況

もある。 

例えば、富士大学の学生の皆さん、大学自体に聞くべきと思う

のですけれども、学生自身が市内の小中校生に対して何らかの形

で指導できるような方法がないのか。そういったところはもうち

ょっと腹を据えて、取りかかってみてもいいのではないかという

気がします。地域のなかにある富士大学の学生も、花巻市の市民



 

としてそういう形で（地域に）関わることができるということに、

誰も反対とか嫌だという人はいないと思うのですよ。だから、も

っと花巻市民としても、学生とともにそういうものに関わること

ができるのであれば、すごくある意味で恵まれた状況も生まれて

くるのではないかと。やっぱり、大学があって良かったと思える

ようなことが生まれてくるのではという、私なりの勝手な思いで

すけれども、そういう状況もあるのではないかと巷では話してい

ますけれどもね。富士大学と花巻市の連携をもっとそういう形で

深めていったらいいのではないかと。私は富士大学の先生方とも、

コミュニティ会議を通じていろいろな提携を結んだりしながら活

動自体やっているのですけれども、やっぱり実際に地域のなかで

ということになると、こっち（地域側）も戸惑ったりする部分も

あるのですが、やはり大きく踏み出すということが大事ではない

かという気がします。参考になるかわかりませんけれども、私の

意見としては以上です。 

菊池豊議長 富士大学ということで、私も若干関係していますのでお話する

と、大学も今地域貢献というのが求められていまして積極的に取

り組もうとしています。ですから、大学のほうに例えば野球部の

指導に学生が来てくれないかという要望をすれば答えてくれるの

です。大学に対してですね、いろいろなポイント制度があって、

こういう活動は大学にとってもプラスですから積極的にはたらき

かけてもらったほうがいいと思います。南城中学校に剣道部の学

生が行って指導するなどそういう活動をしておりますので、ぜひ

はたらきかけていただきたい。敷居は高くありませんから、行っ

てお願いすればよろしいかと思います。大学も求めていますので、

Ｗｉｎ-Ｗｉｎで良い関係が出来上がってくるだろうと思います。 

奥山スポーツ振興

課長 

ありがとうございます。今、菊池議長からもお話があったとお

り、富士大学の学生さんも市内の部活動に来ていただいていると

いう実際のケースもございます。ただ、あくまでやっぱり一部と

いうことはそのとおりですし、今、剣道のお話がありましたが、

大会によっては、富士大学には大会運営も含めて全面的に協力い

ただいて、むしろ大学生がいないと大会そのものが成り立たない

という状況に今あるというところがございます。菊池議長からも

ご意見をいただきましたので、これまで以上に富士大学のほうに

お声掛けをさせていただきながら、もう一点は地域クラブ活動、

中学校の部活動の地域展開のなかでも大学との連携という話が話

題に挙がったようですし、大学のほうでもスポーツ健康科学部の

開設予定をお伺いしておりますので、できるだけ連携を深めてい

くように努めてまいりたいと思います。 

渡部委員 私は、東和町なので富士大学について学童も含めてなのです



 

が、大学生に夏休みや冬休み何かお願いしたいというときもあっ

たりします。中学校の部活となると、やはり移動手段がないとい

うのがネックになります。花巻地域は潤うのかもしれないけれど

も、点在している東和であったり大迫であったり、石鳥谷はまだ

４号線沿いだから良いのかなと。市内のなかでも高低差という

か、使える場所、使えない場所という落差が出てくるのですね。

できれば、その落差が少ない指導というか、大学生が活用できる

と周辺地域にも良い影響があると思うのでそこも含めて何とかお

願いしたいと思います。 

菊池豊議長 東和町のほうにも学生が出かけていって、様々な活動をしてお

ります。富士大学のほうにぜひ問い合わせていただいて、ボラン

ティアとして協力してもらえないかということを声がけすると答

えてくれるだろうと思います。 

渡部委員 わかりました。ありがとうございます。 

堀合副議長 私からです。今、大学生の指導のことが話題になっております

が、中学校部活動の地域移行について今はどのような状況でしょ

うか。どのような段階に花巻市はあるのか、どなたか教えていた

だければと思います。 

瀬川教育部長 それでは、教育委員会から説明いたします。中学校の部活動の

「地域展開」と言っておりますけれども、はじめに地域連携・地

域移行というところからスタートいたしました。学校部活動の指

導者をまずは地域の方に（依頼する）というところと、それから

部活動指導員、これは地域の方に大会などの引率などもしていた

だくというような形で部活動の「地域連携」というところからは

じめまして、さらに地域クラブ活動というものもできておりま

す。これは、学校の部活動から切り離された地域でのクラブ活動

であります。６月議会でもこのような進捗の質問がありましたけ

れども、具体的な数字を今日は持ち合わせておりませんが、学校

部活動が地域移行・地域連携した割合でいうとだいたい 66％く

らい、そういった取り組みを進めてきているというような状況が

ございます。 

今後さらに、こういった形を進めていくということを目指して

おりますし、国のガイドラインでも将来的に子どもたちが継続し

て希望するスポーツや文化芸術活動に取り組めるようにと示され

ており、様々な受け皿をつくっていこうということで進めていき

たいと考えております。また、昨年 12月には、国から認定クラ

ブ活動という形式も示されております。これは地域クラブ活動に

ついて、さらに安全性や指導者の資質なども担保した形で市が認

定していくことが示されているのですけれども、まだ花巻市では

そちらのほうに進んでおりませんが、今後その枠組みをつくると



 

いうことに取り組んでいくことを検討している状況にございま

す。 

堀合副議長 ありがとうございます。藤井委員どうぞ。 

藤井委員 私は青少年育成市民会議の所属なのですが、地域移行のクラブ

のことで、中学校のソフトボール競技で花巻ソフトボールクラブ

というものを立ち上げました。花巻市ソフトボール協会として地

域クラブを立ち上げたのですが、学校間の連携や拠点校という形

もあるのですが、学校の先生方が大変だということで協力は得る

のですが、地域の協会がつくったクラブということであります。

サッカーのほうでもつくっているようなのですけれども、そうい

う形でやらせていただいたのですが、女子のソフトボール競技は

明日から中総体があり岩手県内には 11チームしかありません。

過去には、40チームとか 60チームあったのですが、今はそうい

う状況です。そのなかでも、花巻は３つのクラブが参加するとい

うことで、３つとも県大会に出ることができます。東和中と矢沢

中、それから花巻ソフトボールクラブということで、花巻ソフト

ボールクラブは湯本中学校を中心として花巻中学校と南城中学校

の生徒が入っております。そういう形で、今から学校単体でクラ

ブをつくるということは大変だと思いますし、それから指導者も

なかなか大変なのですが、指導者も学校の先生ではなくて、きち

んと資格を有した方で、きちんとしたポリシーがありますので。

そういうところの研修を受けた方が指導するという前提でクラブ

活動をしております。 

それで、花巻市のほうでは、地域クラブをつくると学校の授業

が終わってから集まるので保護者が送迎を 18時頃から始めなけ

ればいけないのです。保護者が帰宅してからクラブに移動すると

かそういうことだったのですが、教育委員会にはその点をすごく

配慮していただきまして、地域クラブを行う屋外（競技の）クラ

ブについては、照明使用料を減免するとか、優先的に練習会場を

貸していただけるとか、学校施設を貸していただけるということ

で、岩手県のなかではそういう面で花巻市は進んでいると思って

おります。たまたまですけれども、明日から参加できる中総体の

ソフトボール競技でもそうなのですが、新人戦は８チームか７チ

ームになるのではと噂があるのですが、そのなかでも花巻の地域

クラブは 14人が残って新人チームができるということでありま

すので、地域移行の形の一つの形態として、スポーツ競技団体が

運営組織を持ってやっているという事例がありまして、それに対

しては市にすごく支援をしていただいていると思っております。

以上、参考までに申し上げたいと思います。 

堀合副議長 ありがとうございます。地域クラブが中総体にも出場できると



 

いうのは励みですね、子どもたちにとっても。渡邉委員お願いし

ます。 

渡邉委員 

 

部活動の地域展開の部分について、まさに中学校現場で管理職

をしておりますので、状況等と市への要望というところで、少し

お話させていただきたいと思います。 

先ほど瀬川教育部長からも話がありましたように、花巻市につ

いては地域展開が県内トップクラスで進められている市町村だと

感じているところです。ただ、そうは言っても花巻市の進め方と

すると各学校の部活動が父母会と連携した形で、放課後に夜練

習、父母会練習として取り組んでいた部分を、地域クラブ、地域

連携型学校部活動として地域展開を進めているという形になって

いますので、活動場所は学校。ただ、活動時間が夜という形で活

動しているところが多いように感じておりました。 

そうしたなかで、他県の状況等も聞くとやはり市町村のほうで

イニシアチブを取って、今でいう地域クラブ、先程藤井委員から

もお話があった協会主催のクラブを立ち上げて、そこに多くの子

どもたちがいろいろな学校から参加しながら、部活動、スポーツ

活動等に取り組んでいくという形が望ましいと思う反面、学校現

場からすると中学生は 16時くらいまで学校で授業を受けます。そ

うなったときに、活動が始まるのが早くても 18時、遅い地域クラ

ブですと夜 19時からいうこともあるわけです。そこから平日は２

時間程度の練習となりますと、夜 21時くらいまで練習していると

いうところもあるわけです。中学生はその後帰宅して、宿題をや

って寝るとなったときに、果たしてその時間帯がいいのかという

ことも考えていかなくてはならないですし、先ほど東和町のお話

もありましたが、地域差もあろうかと思います。文部科学省やス

ポーツ庁で進めている地域展開のイメージというのは、放課後子

どもたちが地域で公共交通機関等を使って移動できるイメージな

のだろうと思っていますが、例えば花巻市においては保護者の送

迎が絶対だとなっていくと、やはり夕方以降からの活動がメイン

になっていってしまう。そういうことも考えていったうえで、花

巻市として地域クラブをどのような形で立ち上げていって、そこ

にいろいろな学校の子どもたちが自分の力で参加して活動するこ

とができるということを、少し将来的なビジョンを持ちながら教

育委員会だけではなく、生涯スポーツのほうでも連携しながら考

えていただいて、地域の方たちと一緒に進めていく必要があるだ

ろうと思います。 

そうなってきたときの指導者の問題も、どうしても今の形です

と、普段は別のお仕事を日中されていながら、ボランティア的に

夜指導していただくという形になってしまうかと思います。どう



 

しても、中学生の授業が終わった 16時から 18時という時間帯は

なかなかお仕事も手が離せない。その時間の指導をどうするかと

いうあたり、先程から出ていますように大学生の力を借りるとか

そういったことを市として制度として整えていっていただくと花

巻市小中学校のスポーツ活動の振興をどのようにしていくかにつ

ながっていくと思いますので、今どうこうなるものではないと思

っていますが、少し大局的に長い目でそのあたりのビジョンを持

って取り組んでいただけると、学校現場とするとありがたいと思

いました。 

堀合副議長 ありがとうございます。よろしいでしょうか。授業との両立も

どうするかということは、クラブだけの問題ではないし学校が判

断することでもない。少なくとも市教委単位で方向性を示しても

らえればということですね。ありがとうございます。 

菊池豊議長 地域スポーツに移行してくるということですが、今まで学校で

取り組んでいるときは週１回休日を置いてやっていたのですが、

練習時間が短い。そうすると、土日に休みを入れてやれるのかと

か、そういったような健康上の心配もされることがありますよ

ね。 

それから、家に帰るのが結局 21時頃ということになってくる

と、果たして学習との両立が成り立つのか。以前から花巻の児

童・生徒の学習時間平均は実は非常に少ないですね。一番学習時

間が長いのが小学校４、５年生でしたね。それから、上の学年は

どんどん少なくなって、高校になると本当に 30分以下や０分と

いうのがもう７、８割ぐらいになってしまうと思います。児童・

生徒の学習時間も同時に確保できるように考えながら進めていか

ないと、かえって負担が大きくなって学校教育にそのしわ寄せが

いってしまうのではないか。心配というか意見です。 

事務局（菊池生涯

学習課長補佐） 

先ほど、佐藤委員が帰られましたが、最後にこちらに要望とい

う形でメモをいただきましたので少しご紹介したいと思います。

よろしいでしょうか。 

佐藤委員からは「中学校の部活動が社会体育に移行するにあた

り、活動場所等の支援をお願いしたい。それから指導者に対する

講習、インテグリティ研修等をお願いしたい。」というご要望を

いただきました。 

伊藤委員 渡邉委員にお尋ねしたいのですが、今までクラブ活動を一生懸

命やってきた先生たちだっていますよね。（クラブ活動に）関わ

って、先生らしく自分なりによかったと一生を終えられた方たち

もいっぱいいると思うのだけれども、それが今の時点で学校から

切り離したほうが良いとならざるを得ない事情は分かるのだけれ

ども、何のために教師になっているのかというところ。働き方改



 

革だけで一方で決められる問題ではないと思うので、先程渡邉委

員がおっしゃったように長いスパンで考えていかなければならな

い。ただダラダラ長くするのではなくて、（地域展開）だってや

るべきことはやらなければならない。しかし、議論の中身と期

間、いったいどのような形で進めていったらいいのかというとこ

ろまできちっと示されないと。今まで（クラブ活動）に関わって

きた先生たちは、何のために携わってきたのかと思ってらっしゃ

るのではないかと私は正直思うのですが。いかがでしょうか。 

渡邉委員 

 

そこについては、もうまったくそのとおりだと思っております。

私自身も部活動をやるために教員になった教員の 1人ですので。

若いときには本当に部活動をするため、学校へ出勤していたと思

っております。同じように考えている教員もまだ多くいるという

ことを私は把握しているなかで、教員のやりがいという部分と、

あとはその働き方改革ということで。あとは子どもたちに専門性

を身につけさせるというか、適切な指導をしていくという部分。

様々な部分の要素がありますので、国のほうでもそのあたりを見

越して移行期間を設けておりますし、県、そして花巻市のほうで

も期間を経て現在に至るというところですので、実際私たち花巻

市 11校の中学校がございますが、各中学校で地域展開を徐々に進

めながら、そのあたりの議論を各学校で教員等としながら進めて

いる状況にあるというところです。 

堀合副議長 はい、髙橋委員どうぞ。 

髙橋典人委員 髙橋です。元中学校の社会科の教員ですので。先ほど言われま

したように、なぜ教員になったのかと聞かれますと、別に私は部

活をやりたくて教員になったわけではなくて、人をつくりたいと

思って教員になりました。そのとき一番困ったのは部活です。な

ぜかというと、私は高校で卓球しかやったことがありません。最

初に持たされたクラブはバレー部です。その次にバスケットボー

ル、ソフトテニス、柔道、スキー、合唱、吹奏楽、まったくやっ

たことがないものをやらされました。もう四苦八苦して青ざめ

て、特に運動部の場合、４月に行けば３年生から何も知らない先

生が何を教えてくれるのだと。でも、一緒に見せられるところか

ら、本を読んでビデオを見たりして。何とか教えられるくらいに

なりたいとは思わなかったけれども、足を引っ張らない程度には

やりたいと思って。私たちの年代の教員は皆そうですよ。だか

ら、今のように、これからは多様性で学校から部活動は切り離さ

れるという話になれば、我々の努力は何だったのかとなります。 

ですが、やっぱり子どもたちは上手くなりたいのです。チーム

に入ったら選手になりたいのです。そうなったときに、それを伸

ばしてあげられないということは、教員として一番悔しいです。 



 

そうであれば、地域へ移行したほうが良いということがおそらく

先生方の考え方となります。以上です。 

堀合副議長 いろいろなご意見が出されました。それでは、大変申し訳ござ

いませんが進めさせていただきます。『芸術文化の振興』が残っ

ておりますので、説明をお願いいたします。 

事務局（高橋生涯

学習課長） 

生涯学習課の高橋でございます。資料１『芸術文化の振興』と

左側に書いてある資料について、ご説明させていただければと思

います。着座にて説明させていただきます。 

「１.芸術文化活動の推進」という施策の分類になっておりま

す①芸術文化推進事業でございます。小学生のためのアートセミ

ナーについては、児童の創作意欲を引き出すテーマを設定し実施

する予定で、８月に型染め体験を行う予定としております。市民

芸術祭につきましては、今年度も計画どおり事業実施を目指して

おりまして、花巻市民芸術祭花巻地区展示部門の開催に合わせ

て、市民団体の舞台発表やキッチンカーなどを設けまして、賑わ

いを持たせながら開催したいと考えております。 

②芸術文化振興事業でございますが、こちらは現在文化会館が

改修工事による休館中でございますが、10 月 30 日から再開する

予定としております。こちらにつきましては、資料のほうに記載

されておりますが大ホール公演等につきまして、コンサート等鑑

賞のほか地域共演を積極的に実施したいと考えております。 

また、好評いただいておりますバックヤードツアーなど、実体

験のプログラムを提供するほか、引き続きグラウンドピアノの無

料開放を実施するなど、継続的に開放していきたいと考えており

ますし、大ホールの音響体験映画上映会などホールの特色を活か

した事業を継続的に実施していきたいと考えております。 

なお、現在工事期間中で休館となっておりますけども、学校の

アウトリーチ活動ということで、文化会館の職員が芸術家の方々

と直接、学校の方に赴きましてプロの音楽を親しむ体験を提供し

ております。 

③学校文化活動事業ですけれども、こちらは小中学校の作品展

示に合わせて市内小中学校の吹奏楽部などの舞台発表の場を設け

まして、児童生徒の文化活動を幅広く市民に公開する機会を提供

することとしております。 

めくっていただきまして、２ページ目になります。 

⑤美術普及活動推進事業と書いておりますが、こちら④美術普

及活動推進事業となります。④ということでご修正いただければ

と思います。美術普及活動推進事業につきましては、こちら萬鉄

五郎記念美術館の事業でございますが、郷土の先人である萬鉄五

郎を顕彰する事業といたしまして、市民の芸術文化に対する関心



 

や親しみを向上させるため美術活動に取り組む機会として、萬鉄

五郎祭や児童等の写生会、展示会を実施いたしております。 

そのまま、「２．先人の顕彰」に進みたいと思いますが、こち

らも番号が②からとなっておりますが、①に修正いただければと

思います。①先人顕彰推進事業につきましては、昨年度から開催

館を４館といたしまして、各館に足を運ぶ契機となるような展示

会を引き続き開催したいと考えております。 

大竹賢治まちづく

り課長 

それでは、２ページの下のほうにございますがこちら②宮沢賢

治普及・啓発事業につきまして、賢治まちづくり課の大竹よりご

説明申し上げます。恐れ入りますが、着座にてご説明いたしま

す。 

こちらには、宮沢賢治イーハトーブ館の事業を記載してござい

ます。３月の時点から期日等見直しがございましたので、そこを

赤字で修正してございますが、まずはこのように４つの企画展を

実施することとしております。ただ今、開催しておりますのは

「宮沢賢治童話の森写真展」ということで、８月 31日まで開催

してございます。以降④の企画展まで行ってまいります。 

３ページ目をご覧いただきたいと思います。直近でございます

が、夏季セミナーとしてテーマ「みんなでつくるポランの広場」

ということで、７月 25日にイーハトーブ館で開催いたしますが、

こちらはどなたでもご参加いただけます。ご興味のある方につき

ましては、会場はイーハトーブ館となっていますのでぜひ足をお

運びいただければと考えてございます。 

また、令和８年度の重点のほうに先にまいりますけれども、た

だいま申し上げましたようなセミナーの開催につきましては、対

面、それからオンライン等を併用いたしまして、多くの方が参加

できる環境づくりに取り組みまして、イーハトーブ館の目的であ

ります広く学術及び文化の発展に寄与することを目指してまいり

たいと考えてございます。 

次でございますけれども、今年度は宮沢賢治生誕 130年という

節目の年に当たってございます。こちらにつきましては、賢治さ

ん、それから賢治さんの故郷である花巻市を広く市内外に発信い

たしまして、交流人口の拡大と賢治作品の普及につなげるために

５月に実行委員会を組織いたしました。市と宮沢賢治学会、それ

から賢治関係団体等が実行委員会を組織いたしまして、宮沢賢治

生誕 130年の記念といたしまして、第５回国際研究大会を開催い

たします。一つ上の欄にございますけれども、こちらは 11月１

日から３日まで開催することとしておりまして、駅前のなはんプ

ラザを会場に行うこととしております。こちらにつきましても、

どなたでもご参加いただけるということで現在企画を進めてござ



 

います。オープニングにつきましては、市内の小中学生や高校生

といった方々もアトラクションとして賢治の詩の朗読、あるいは

合唱でご出演いただきますし、また記念講演等も開催する予定と

してございます。ぜひ、ご興味のある方はご参加いただければと

考えております。こちらについて、もう少し詳細が決まりました

ら、広報あるいは新聞等報道関係も含めて皆様方へ情報提供して

まいりたいと考えてございますので、よろしくお願いいたしま

す。 

宮沢賢治生誕 130年につきましては、また後段でもお話させて

いただきますので、一旦次の説明に移ります。次は、③宮沢賢治

イーハトーブ館改修事業ということでございます。こちらご存じ

の方もいらっしゃると思いますけれども、蛍光灯の生産が国際条

約の関係で打ち切られるということでございますので、照明のＬ

ＥＤ化を図るということで、今年度は設備更新業務を進めてまい

ります。以上です。 

事務局（高橋生涯

学習課長） 

次の④企画展示事業につきまして、私から新渡戸記念館と萬鉄

五郎記念美術館事業の説明をさせていただきたいと思います。着

座にて失礼いたします。 

新渡戸記念館でございますが、特別展、企画展をこちらに記載

しておりますとおり準備しております。このように企画展を開催

するとともに、引き続き団体見学もしくは出前教室等の開催を市

内小中学校へ働きかけまして、花巻における新渡戸家並びに新渡

戸稲造の魅力を発信してまいりたいと考えております。 

次にめくっていただきまして、４ページ目の上段、萬鉄五郎記

念美術館でございます。萬鉄五郎記念美術館につきましても、上

段のとおり４つの企画展、展覧会と申しておりますが準備をして

おります。こちらにつきましては、美術館が企画展示事業及び関

連事業を展開して、参加・鑑賞の機会を提供させていただくこと

で、芸術文化に関心や親しみを感じる市民を増加させていきたい

と考えておりますし、引き続き萬鉄五郎、親子向け、花巻の美術

家を紹介する展覧会を行い、バランスのとれた展示を行ってまい

りたいと考えております。以上でございます。 

伊藤博物館副館長 続きまして、博物館の事業についてご説明させていただきます。

着座にて失礼いたします。 

博物館では企画展としまして、年４回計画してございます。花

巻の歴史や文化を紹介するもの、また国内外の優れた美術品や展

示物を紹介するような企画展ということで、テーマを設定させて

いただいたところです。 

現在は、花巻の工芸をご紹介する「つくり、つたえる 花巻の

工芸」を８月 30日まで開催中です。鍛冶町焼、台焼、成島和紙、



 

花巻傘、ホームスパン、南部系こけしの紹介をしておりますので、

ぜひ博物館においでいただきたいと思います。 

また、展覧会活動にあわせまして、館長や学芸員などが講師と

なって行う講座、それから子どもや一般の方を対象とした体験型

ワークショップ、制作体験などの講座も開催してございます。小

中学校に学芸員が出向きまして、昔の暮らしをテーマにした授業

などを行う講座なども引き続き取り組んでまいりたいと思ってお

ります。以上です。 

堀合副議長 続けます。生涯学習に関連する事業の説明をお願いいたしま

す。 

事務局（高橋生涯

学習課長） 

生涯学習課の高橋でございます。私から「１.芸術文化活動の

推進」の文化会館施設改修事業についてご説明させていただきま

す。着座にて失礼いたします。 

文化会館の改修事業につきましては、４ページ下に記載してお

りますとおり、昨年度に引き続きまして、老朽化した受変電設備

や照明設備の改修工事、トイレの洋式化改修工事を行うほか、屋

外排水設備の勾配不具合の改修、大ホール客席天井安全対策の工

事、耐用年数を超えました自動火災通報報知設備の更新改修に向

けた実施設計を行いたいと思っております。 

また、経年劣化した赤いカーペットでございますが、今年度改

修工事を行いまして 10月 30日の再開からは、きれいなカーペッ

トでお迎えできるよう準備を進めているところでございます。以

上でございます。 

大竹賢治まちづく

り課長 

それでは、次のページ「２．先人の顕彰」①賢治のまちづくり

推進事業につきましてご説明を申し上げます。 

①賢治のまちづくり推進事業でございますが、まずこちらに事

業一覧で載せてございますけれども、これらにつきまして、先程

宮沢賢治生誕 130年と申し上げましたが、そういった冠をつけて

実施していくということで考えているものでございます。 

賢治セミナー等講座の開催、それから宮沢賢治賞・イーハトー

ブ賞につきましては、賢治さんの命日の次の日９月 22日に贈呈

式を行うこととしております。宮沢賢治記念館の特別展ですが、

現在は「猫とねずみのはなし」を９月 27日までということで、

直筆原稿も展示しながら行ってございます。それから③④が「セ

ロ弾きのはなし」ということで予定してございますが、これに関

連いたしまして次の宮沢賢治生誕 130年記念事業といたしまし

て、記念館が所蔵している宮沢賢治のチェロと妹トシのバイオリ

ンで奏でる弦楽四重奏を来年３月６日に文化会館大ホールで行っ

てまいりたいということで企画をしてございます。こちらも詳し

いことが決まりましたら告知してまいりたいと考えてございま



 

す。 

それから、宮沢賢治創造芸術公演といたしまして、オーケスト

ラを呼んで来年２月 20日に、こちらも文化会館で公演を行う予

定としてございます。花巻市の子どもたちとの交流の場等を設け

てまいりたいと考えてございます。 

賢治フェスティバルでございますが、こちらにつきましては童

話村の森ライトアップが明日からということで 10月 31日までの

会期で行ってまいります。土曜日、日曜日、それから祝日のよう

に季節によって開始時間は異なりますけれども、これを 10月 31

日まで行ってまいります。 

イーハトーブフェスティバルの期日が赤書きとなっております

が、当初予定したときより開催日がずれて８月 22日・23日とい

うことで、今年度につきましてもホームページで告知しておりま

すが、スタジオジブリの鈴木敏夫プロデューサー、音楽ライブに

は大塚愛さんなどがご出演くださるということにしておりますの

で、ぜひ皆様方にもお越しいただきたいと考えてございます。 

それから、例年行っております賢治アートストリート、賢治イ

ベントカレンダーの発行、こういったものも活用しながらＰＲを

行ってまいります。 

そして、重点でございますが、今申し上げたような生誕 130年

を記念いたしまして各種事業を行ってまいります。なお、市だけ

ではなくて民間レベルでも生誕 130年記念ということで事業を行

っていただいておりまして、そういったものは当市のホームペー

ジで情報提供を行ってございます。 

それから、今申し上げました童話村の森ライトアップですが、

昨年度は残念ながら秋にクマの関係で中止した経緯がございまし

たが、今年度はそういったクマ対策も兼ねて電気柵を童話村に設

置いたしました。何とかそういった新たな対策も行いながら、今

まで行ってきたクマを寄せ付けない対策と並行して、来場者の安

全を確保し開催してまいりたいと考えてございます。様々な場面

を捉えまして、宮沢賢治生誕 130年を盛り上げてまいりたいと考

えておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

それから、②宮沢賢治童話村整備事業でございますが、童話村

につきましては、宮沢賢治生誕 100年の平成８年に開所した施設

でございます。開所から 30年経過し、様々な老朽化等により施

設に不具合等が出ており、リニューアルを考えたいということで

予算措置してございます。今年度につきましては、プロポーザル

により知見のある業者から改修方法のご提案をいただき、その中

で最も良いと思われるものを選定のうえ、童話村改修について基

本構想・基本計画を策定し、改修に向けて方向性を定めてまいり



 

たいと考えているところでございます。 

事務局（高橋生涯

学習課長） 

続きまして③企画展示事業、高村光太郎記念館の事業になりま

す。最終ページ６ページ上段になります。 

高村光太郎記念館につきましては、記載のとおり「光太郎と岩

手の芸術家」という形で、展示会及び関連講座を開催予定として

おり、光太郎と交流した岩手の芸術家について関連資料とともに

紹介してまいりたいと思います。また、これに伴い来館するきっ

かけとなるような企画となればと考えております。 

佐藤総合文化財セ

ンター所長 

それでは、最後になります、総合文化財センターになります。 

今年は、企画展を３件行います。現在、行っておりますのは「早

池峰・花の百名山」、次が「早池峰神楽」、それから遺跡について

の企画展となります。 

変更点として、赤字となっておりますが、新しい体験講座・学

習ということで、組紐ストラップを制作するワークショップを立

ち上げて今月 25日開催する予定となっております。説明は以上

となります。 

堀合副議長 それでは、『芸術文化の振興』について、一括してご質問、ご

意見等をお聞きしたいと思います。 

はい、福盛田委員どうぞ 

福盛田委員 福盛田と申します。 

１つ目について、今年も 11月１日から３日まで市民芸術祭が

開催されますが、そのなかでチャレンジライブ、これは項目にな

いようですけれども、継続して大ホールで実施する予定でよろし

いでしょうか。 

２つ目は博物館に関してですが、博物館のほうでいろいろな講

座がありますよね。館長講話だったり、学芸員の講座だったり。

その定員は 20名なのですよね。その 20名という人数の割り方と

いうか、決め方がちょっと腑に落ちないのです。長机に２人ずつ

座っての 20名なのです。コロナ禍であればしょうがなかったので

すが、現在 30名位は座れるような席となっている。ですが、もう

定員 20名、先着順で応募したときは既に締め切っていると断られ

る。せっかくの講座ですので、そういったところを定員 30名程度

へ戻せないものか、なぜ 20名の定員なのかそのあたりも伺いたい

です。 

あと、３点目です。今、文化会館について改修工事をしていま

すが、中ホールエントランス天井の照明はどのように改修されま

すか。今まで、市民芸術祭のときには展示コーナーとして写真展

などやっておりましたが、照明が暗くてだめでした。そのあたり

要望していたのですが、ＬＥＤに替えたことで改善されるものか 

伺いたいと思います。予算措置はされているのか、改修はせず 



 

暗いままなのかについて伺います。 

堀合副議長 はい、チャレンジライブが市民芸術祭に含まれるのか。博物館

講座の定員 20名の根拠、それから、中ホールエントランス天井

の照明について。 

事務局（高橋生涯

学習課長） 

 

私のほうから１点目と３点目について、ご回答させていただけ

ればと思います。１点目のチャレンジライブを市民芸術祭で開催

するのかという部分につきましては、こちらの資料には記載して

おりませんでしたが、例年どおりであれば実施する予定としてお

ります。 

３点目の文化会館の照明につきましては、基本ＬＥＤ化はする

こととしておりますが、福盛田委員がおっしゃった部分までする

かどうかにつきましては、仕様やイベント等の関係もあって、は

っきり明るくするかどうかについては今お答えができない状態で

ございます。福盛田委員もおっしゃるとおり、展示会等々によっ

ては必要な場合もございますが、それ以外のイベントには、暗く

する調光も必要となってまいりますので、その部分をふまえて作

業を進めている段階でございましたのでご理解いただければと思

います。 

堀合副議長 博物館からお願いします。 

伊藤博物館副館長 博物館の（講座の）定員の件ですが、少し余裕を持って今 20名

ということで設定させていただいているところですが、もっと

（席の間隔を）詰めれば 30名入るのではということについては

確かにそのとおりですので、今後（定員）を増やす方向で検討さ

せていただきたいと思います。よろしいでしょうか。 

堀合副議長 そのほかに。伊藤委員、どうぞ。 

伊藤委員 この間、ある局で放送されたドラマを見ていたのですが、見て

いるうちに宮沢賢治と関連しているのではと思って見ておりまし

た。簡単に言えば、政界を追われた元秘書とスナックのママが知

事選に挑むという奇想天外な内容だったわけですけれども、この

ドラマ作品を見ているうちに、賢治さんの「世界がぜんたい幸福

にならないうちは個人の幸福はあり得ない」だとか、いわゆる賢

治さんの世界観みたいな言葉がドラマ化されていた。ご覧になっ

た方もいらっしゃったと思います。そこで、私が感じたのは、賢

治さんのそういう世界観や哲学、（賢治さんは）どのような人間

だったのか、何を言いたかったのかを考えたときにこのドラマを

見て、こういうふうに賢治さんの世界観がドラマ化されていくの

だと改めて感心したのです。何かというと、このドラマは政治ド

ラマでもあったような気がしたのですよ。いわゆる、都知事選に

立候補という話、でもそれは結果的に本来政治というのはそうあ

るべきではないかということを、賢治さんの作品を通じてあるい



 

は賢治さんの考えを基にドラマ化されたということが何となく伝

わってくるような話でした。やっぱり、賢治さん（の世界観）と

いうのは今まで百何年も賢治さんを通じて、全国あるいは世界に

広まっている。 

実は、私は賢治さんの詩碑の近くの駐車場、その向かいに同

心屋敷という（建物）のがあるのですが、そこで湯茶サービスを

行っています。全国からいらっしゃる方向けに土日湯茶サービス

をやってるのですが、そうするとやっぱり詩碑を見た方、あるい

は詩碑を見る前に寄ってくださる方がいらっしゃって、お話しさ

れることは「宮沢賢治」に関することです。同心屋敷にも関わら

ず、お話しされていくのは賢治さんの話。つまり、やはり賢治さ

んにはそのようなファンの方が本当にいるのだなと。私はこれま

で花巻に住んでいて、今まで「賢治さん、賢治さん」と言われて

も、なぜそこまでと思っていたのですが、実はそういう体験を通

じて初めて、いろいろな方が様々な見方、いろいろな想いで賢治

さんのことを見ているのだとすごく感じたわけです。 

ところが、その賢治さんの詩碑がある場所で、大竹賢治まちづ

くり課長にもお話しましたがトイレが暗く、汚く見える。観光客

からも直接言われたことなので、お話をさせていただきました。

簡単にそれを改善するというわけにはいかなかったようですけれ

ども、花南地区コミュニティ会議でも要望したところ、市に受け

止めていただいて、それが改善する方向に向いたということで、

これは非常に良かったと思っております。今後とも１つよろしく

お願いしたいと思います。以上です。 

堀合副議長 はい。今の（ご発言）は感想というか感謝ということで。それ

では、菊池清委員お待たせしました。 

菊池清委員 すみません。前にもお聞きしたことがあります。非常に抽象的

なお話で申し訳ないのですが、実は第４期花巻市教育振興基本計

画にも書かれていることなのですけれども、これは別に芸術・文

化に限ったことではないのですが、情報の提供方法とか日程につ

いて工夫を求められているというふうな記載があるのですね。何

を見ても情報提供、情報提供と言うのだけれども、やっぱり今あ

る案内は「市のホームページを見てください、市の広報を見てく

ださい」というのがまず主だと思うのです。 

先日、市からある文書が届いたときに「二次元コードを読み取

って確認してください」という案内がありました。みんながみん

なホームページを見る環境にない、二次元コードを開くことがで

きるわけではないということを考えると、どういう情報の提供方

法が別にあるのだろうと。以前のように、いちいち紙ベースでは

なくなってきていて、誰でも見ることができる、わかるような提



 

供の仕方がないものかというふうに考えております。実は、こう

いうふうにたくさんいろいろな催し物を計画してくださって、す

ごくみなさんが発信していると思いますが、実は届いていないほ

うが多いと日頃感じています。でしたら、課は越えるけれども年

間スケジュールについて判明している分だけで良いので、見るこ

とができるものがあると良いと思います。課を越えるので非常に

厳しいと思うのですけれど、やはり周知する、情報提供するとい

うのであれば、もう少し踏み込んだものがあればいいといつも思

っております。 

堀合副議長 １つのことに限らず、市全体としてということでしょうか。 

菊池清委員 例えば、芸術だったら芸術だけでも少し絞ったもので、こうい

う（催し）のがありますよとスケジュールがあれば、「この催し

に行ってみたい」となるのかなと思ったりするわけです。 

堀合副議長 広報や賢治関連のイベントカレンダー以外に、ということでし

ょうか。 

菊池清委員 あとは、「詳しくは、ホームページをご覧ください」で終わっ

てしまう。ホームページに行きつかない環境の方も周りを見てい

ると結構いるので、そうなるとそのような方たちは多分（情報）

を知らない。広報をしっかり見ている方を前提としても、多分足

（移動手段）がないから行けないという方がいっぱいいるのだろ

うけれど、そういうことはさておいても、すべて（情報）を知る

ことができることは、行く・行かないに関係なく必要と思ってい

ます。周知するというのであれば、もう少し目に触れるものがあ

れば嬉しいと思います。 

事務局(高橋生涯学

習課長) 

ご意見ありがとうございます。今回の広報だったと思います

が、まず課を越えてという部分であれば子ども対象となりますけ

れども、生涯学習施設や博物館、関係施設のイベント情報を今回

まとめさせていただいております。 

また、菊池委員がおっしゃるとおり、情報提供の方法はどうなの

かという部分につきましては、私どもも試行錯誤させていただい

ておりますが、先ほどご説明した世代やターゲットという部分で

いうと、広報はある程度市民の方に見ていただけるものと理解し

ておりますので、集中的に掲載したいと思いますが、やはり紙面

に限りがございますから、市のホームページへという考え方にな

ってしまう部分につきましては、引き続き検討させていただきた

いと思います。あと、若い世代に対しては、ＳＮＳを活用させて

いただく一方、ＳＮＳ等を見ることができない世代に対して広報

等といろいろな分け方をして、周知していきたいと考えておりま

す。私どもも勉強させていただきたいと思いますので、委員の皆

さんからも引き続きご意見を頂戴できればと思っております。 



 

堀合副議長  よろしいでしょうか、そのほかございませんでしょうか。 

菊池豊議長 毎回、言ってるのですが文化会館の改修について期待していた

のが中ホールです。何とかならないものか、使いづらいですよ

ね。ステージも（高さ）が高い。もう少し、中ホールがうまく改

修されれば使い手のある施設だと思うのですね。大ホールになる

と、さらに 1,000人規模の大会場になってしまいますから、こう

いった生涯学習のうえでの発表とか学習という面では、中ホール

のほうが発表しやすいだろうと思います。ぜひ、そのあたりも含

め中ホール改修について検討をよろしくお願いしたい。 

事務局（高橋生涯

学習課長） 

ご意見ありがとうございます。文化会館の改修につきまして

は、やはり年数が経っている建物ですので、優先順位をつけなが

ら継続的に直していきたいと思っており、ご理解いただければと

思います。 

菊池豊議長  今のところ、中ホールは何か（改修等）予定しているか。 

事務局（高橋生涯

学習課長） 

現状、中ホールの改修という部分につきましては考えておら

ず、安全性や利用度を優先させていただいていると考えておりま

す。 

菊池豊議長  以前、新図書館の複合施設化を検討していた際、300～400人

程度収容できる中ホールを１階につくることで進んでいたが、図

書館のみになってしまった。私としては残念だと思っており、今

ある施設であれば、やはり文化会館の中ホールを、何とか使い勝

手良く改修していただきたい。 

堀合副議長 これについては、もう決まった部分を改修している。 

菊池豊議長 次の改修で検討をお願いしたい。 

堀合副議長 この次で、ということですね。それでは時間も過ぎておりま

す。（１）令和９年度の生涯学習・社会教育事業については、以

上とさせていただきます。議題の（２）その他について、皆さん

のほうで何かございますでしょうか。はい。それでは、本日の議

題についてはこれで終了とさせていただきます。ありがとうござ

います。事務局お願いいたします。 

事務局（菊池生涯

学習課長補佐） 

菊池議長、それから堀合副議長議事進行大変ありがとうござい

ました。 

それでは、続きまして、こちらのほうに進行を代わりまして進

めさせていただきます。次第の（４）その他に入らせていただき

ます。はじめに、教育委員会教育部長からお伝えしたいことがあ

るということでしたのでお願いいたします。 

瀬川教育部長 はい、それでは教育委員会からです。まず、委員の皆様に第４

期花巻市教育振興基本計画をお配りさせていただいております。

こちらは本年５月の教育委員会議の議決を得まして策定をしたと

ころでございます。 



 

この計画の策定にあたりましては、社会教育委員の皆様方に、

社会教育それから生涯学習に関することのみならず、学校教育、

それから就学前教育など教育全般にわたり、たくさんの貴重なご

意見をいただきましたことに改めて感謝申し上げます。ありがと

うございました。 

この計画では、本市の教育分野における目指す姿といたしまし

て、「学びからつむぐ笑顔と豊かな心」としておりまして、就学

前教育と学校教育の接続、それから不登校児童生徒と学校や地域

とのつながりですとか、本日様々ご意見をいただきました部活動

の地域展開、それから地域での学びと活動の循環など、あらゆる

学びの場において、「つなぎ、つむぐ」取り組みの更なる充実と

いうことに力を入れていきたいと考えてございます。 

そして、学びをとおして、あらゆる世代の市民が豊かな心を育

み、活力あるまちづくりにつながるよう、この計画に基づきさら

には実行計画を作り、また、ＰＤＣＡサイクルでの評価をしなが

ら具体的な取り組みを進めてまいりたいと思いますので、引き続

きご協力を賜りますよう、よろしくお願いしたいと思います。本

当にありがとうございました。 

事務局（菊池生涯

学習課長補佐） 

ありがとうございます。それでは、その他本日お配りしてます

資料について若干ご案内をしたいと思います。 

まず、はじめに通知の形式で「配布書類について」ということ

で、添付しております書類をご紹介している通知になります。 

１つ目が、一般社団法人全国社会教育委員連合が発行しており

ますニュースレターNo.30というものです。 

続いて、「社会教育委員必携」の案内チラシです。お求めにな

ることもできますが、生涯学習課でも一冊買って準備してござい

ますので、ご覧になりたいという方がいらっしゃいましたら、お

声がけいただきたいと思います。 

全国社会教育委員連合機関誌「社教情報第 95号」の購入申し

込みのチラシです。こちらは欲しい方がおりましたらば、お知ら

せいただければお申し込みできるというご案内でございます。 

続きまして、「令和８年度生涯学習事業計画」ということで生

涯学習課や石鳥谷生涯学習会館、それから各総合支所の地域振興

課でやっております生涯学習事業の計画を載せているものという

ことになります。たくさんございますので、後ほどご確認をいた

だければと思います。 

そして、もう１つ「生涯学習事業計画」ということでＡ４横長

のものをつけてございますが、こちらは各コミュニティ会議で計

画しております生涯学習事業一覧をつけております。全 27コミ

ュニティ会議の事業を載せているということになります。 



 

Ａ５判、「資料の提供方法について」と簡単な用紙になります

けれどもつけております。こちらの資料の提供方法についてです

が、県の社会教育連絡協議会からのお知らせをお送りする際、通

常は郵送でお送りしておりますが、電子メールでの受け取りを希

望される場合はお名前と電子メールアドレスをご記入いただきま

すと、郵送ではなく、事務局から電子メールでご案内させていた

だきます。なお、社会教育委員会議の開催通知等につきましては

従来どおりで郵送でお送りいたします。電子メール希望の方がお

りましたら、お帰りの際にメールアドレスを頂戴できればと考え

ております。 

それから、最後になります。もう１つ通知をつけておりました

けれども、「第 48回全国公民館研究集会、令和８年度東北地区社

会教育研究大会、第 71回東北地区公民館大会の開催について」

というご案内通知を添付しております。今年度の大会は、10月

末に秋田県秋田市を会場に開催されます。大会の研究主題は「多

様な学びを通じた地域共創の実現～地域の持続可能性と幸福度向

上に向けて～」となっております。記念講演や４つの分科会など

が開催されます。詳しくはパンフレットなどつけておりましたの

で、ご確認いただければと思います。すべての委員の皆様にご参

加をいただきたいところですけれども、お２人分までの予算を確

保しております。早いもの勝ちになるかもしれませんが、ご興味

のある方はぜひお申し込みいただければと思います。 

事務局から以上となります。その他、皆様から何かございまし

たらばお願いをいたします。 

髙橋福子委員 すみませんが、確認をしたいことがあるのですけれど、私たち

が今日検討したのは「第３期花巻市教育振興基本計画（３）生涯

学習の推進」のなかの社会教育に関する事業を検討したのですけ

れど。今日いただいた（市の）生涯学習事業計画を見ると、⑬に

社会教育・生涯学習の別とあって、石鳥谷総合支所地域振興課の

りんごに関する事業のみ社会教育に該当している。これはどうい

うことでしょうか。社会教育は広い意味で生涯学習に含まれると

思うのですが、例えば市民講座の中でも意図して地域課題、例え

ば昨年はクマの講座とか結構ありましたよね。昨年の課題で講座

の中のメニューとして入れたのであれば、生涯学習と社会教育、

どちらにも該当するのではと思うのですが。ほとんど全部が生涯

学習となっている。でも、私たちは今日社会教育に関する事業の

検討をしたので、少しわからなくなってきた。定義をよろしくお

願いいたします。 

事務局（菊池生涯

学習課長補佐） 

はい、先ほどご質問がありました我々が行っております生涯学

習事業一覧のなかの、社会教育と生涯学習の立て分けというとこ



 

 

 

 

 

ろになります。確かに、ほとんどが生涯学習に該当としている状

況ですけれども、社会教育として我々のほうから、例えばシニア

大学であったり、女性学級や市民講座であったり、行っている形

のものもございます。これらの講座は社会教育と生涯学習、どち

らにも該当するのが本来と考えておりましたので、次回以降こち

らの部分につきましては、我々のほうでもしっかり立て分けがで

きるように考えた上で、皆様にお見せできるような形にしてまい

りたいと考えております。我々のほうでも、確かにそうだという

こともございますので、少し整理させていただきたいと思いま

す。大変ありがとうございます。 

髙橋福子委員 小国委員からは、社会教育と生涯学習を分ける必要はあるの

か、というお話もありました。 

事務局（菊池生涯

学習課長補佐） 

はい、そのあたりも含めて検討いたします。 

５ 閉 会  

事務局（菊池生涯

学習課長補佐） 

 

その他、何かございますでしょうか。ありがとうございます。

時間も少し押してしまいまして、最後に多く説明いたしました、

大変申し訳ございませんでした。 

それでは、特にはないようでございますので、以上で令和８年

度第１回花巻市社会教育委員会議ということで終了したいと思い

ます。皆様、大変お疲れ様でございました。ありがとうございま

した。 

 


